
 

 

 

 

 

 

 

 

2026年 5月号（第 259号） 

 「19.1％ 30.0％」 

 この数字は、前者が雇用全体に占める６０歳以上の割合、後者は労働災害による休業４日以上の死

傷者数に占める６０歳以上の割合です。60 歳以上の高年齢労働者が大幅に増加しています。加齢に

応じ労災発生率も上昇、しかも休業期間も長くなっているのです。 

 高年齢労働者の労災防止が大きな課題となっています。それを受け、2026 年 4月より、高年齢労

働者の労災防止措置が企業の努力義務となりました。高齢者の特性に配慮した作業環境の改善や労働者

が積極的に健康づくりを行うためのサポートが求められています。高年齢者が安心して能力を発揮し、

イキイキと働き続けられる環境を整えることが、企業に求められる重要な課題なっているのです。 

 今回は、2026 年 2 月に公表された「高年齢者の労働災害防止のための指針」に学んでいきたい

と思います。 
               

職場の安全・従業員の健康づくりを推進する 
 

■経営トップによる方針表明及び体制整備■ 

 「事業者が講ずべき措置」としてまず挙げられているのが、「安全衛生管理体制の確立等」です。

その中で、「経営トップによる方針表明及び体制整備」が最も大切であることを明らかにしていま

す。「経営トップが高年齢者の労働災害防止対策に取り組む方針を示し、対策の実施体制を明確にす

ること」 

 高年齢者の労働災害防止について、安全衛生委員会等で話し合うことも求められています。安全衛

生委員会等を設けていない事業所でも労働者の意見を聞く機会などを通じて、労使で話し合うことと

しています。 

 また、高年齢者が、職場で気づいた労働安全衛生に関するリスクや働く上で負担に感じている事

項、自身の不調等を相談できる企業内相談窓口の設置等も奨励されています。 

【職場の危険源、リスクを洗い出す】 

 高年齢者の身体機能等の低下などのよる労働災害の発生リスクについて、災害事例やヒヤリハット

事例から危険源の洗い出しを行うことも大切です。更に危険度の優先順位を検討し、優先順位の高い

ものから取り組む事項を決めます。 

 その際、厚生労働省ホームページの「事例で分かる職場のリスクアセスメント」や労働災害事例

集、ヒヤリハット事例集などを参考にすることができます。 
  

■職場環境を改善する■  

 高齢になれば身体機能（視力、聴力、体力等）の低下は避けられません。それを踏まえた職場環境の

整備が求められています。特に転倒防止、熱中症対策です。例えば 

【身体機能の低下を補う設備・装置等の導入】 

・通路を含めた作業場所の照度を確保する。 

・階段には手すりを設け、可能な限り通路の段差を解消する。 

・床や通路のすべりやすい箇所には防滑素材を採用する。また、滑りやすい場所で作業する労働者には

防滑靴を利用させる。併せて滑りの原因となる水分、油分を放置せず、こまめに清掃する。 

【暑熱な環境への対応】 
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（今月の言葉）職場の安全・従業員の健康づくりを推進する 

①経営トップによる方針表明及び体制整備 

②職場環境を改善する 

③高年齢者の健康・体力の状況を把握し対応する 

④健康経営を実践する 



・高年齢者は暑さや水分不足に対する感覚機能が低下しており、暑さに対する身体の調整機能も低下し

ているので、涼しい休憩場所を整備し、利用を奨励すること。 

・ファン付き作業服などの通気性のよい服装を準備すること。 

・こまめな水分補給、休憩をとること。 

【重量物取り扱いへの対応】 

・補助機器等（アシストスーツなど）の導入により、人力で取り扱う重量を抑制すること。 

・不自然な作業姿勢を解消するために、作業台の高さや作業対象物の配置を改善すること。 

【情報機器作業への対応】 

・パソコン等を用いた情報機器作業では、照明画像における文字サイズの調整、必要なメガネの使用等

よって適切な視環境や作業方法を確保すること。 

・長時間座り続けることが健康に最も良くないことを踏まえ、適切な休憩や作業休止時間を設けること。 
 

■高年齢者の健康・体力の状況を把握し対応する■ 

 職場環境の改善とともに大切なのが、高年齢者の健康や体力の状況の把握です。加齢とともに健康

や体力の差が著しくなります。それゆえ年齢による一律の管理ではなく、個々の高年齢者の健康や体

力の状況を踏まえた措置が求められています。 

【健康・体力の状況を把握する】 

 健康状況の把握については、雇い入れ時および提示の健康診断を確実に実施することです。そして

産業医や産業保健スタッフから健康診断結果の説明を受け、高年齢者が自らの健康状況を把握できる

ような取り組みを実施することが望ましいです。 

 体力状況の把握については、高年齢者が体力の状況を客観的に把握できるようにするために体力チ

ェックを継続的に行うことが望ましいです。体力チェックの方法としては、加齢による心身の衰えの

チェック（フレイルチェック）、転倒等のリスクを確認する身体機能セルフチェック等があります、 

【労働時間や作業内容の見直し】 

 健康や体力の状況を踏まえ、労働時間の短縮や深夜業の回数の減少、作業の転換等の措置を講ずる

ことが求められています。労働時間や作業内容を見直す必要がある場合は、産業医等の意見を聞いて

実施すること、また高齢者に状況を確認して充分な話し合いを通じて当該高年齢者の了解が得られる

ように努めることです。 

 更に、健康診断や体力チェック等の結果に基づき、必要に応じて運動指導や栄養指導、保健指導、

メンタルヘルスケアを実施し、労働者の心身両面にわたる健康保持増進措置を実施することです。 
 

■健康経営を実践する■ 

 健康経営を導入する企業が増えています。情報サービス業の TIS 株式会社は、「働き方改革」と「健

康経営」を 2 大施策として、環境整備に努めています。また、大橋運輸株式会社は、職場環境改善と

人材育成を目的にして、「健康経営」と「ダイバーシティ経営」に取り組んでいます。 

 SONPOひまわり生命保険会社も「お客様の健康を支えるためには、まず社員が健康であることが

大切」と考え、2016 年から社員自身の健康づくり（健康経営）に注力してきました。10 年連続で、

「健康経営優良法人（ホワイト 500）」に認定を受けています。 

【転倒・腰痛防止のオリジナル体操】 

 SONPOひまわり生命保険会社でも、全国で毎月 1～2 件ほど、つまずきや階段の踏み外しなど、

加齢による筋力低下が一因とみられる転倒災害が起こっていました。そこで、導入したのが筋力トレー

ニングやストレッチを通じて転倒や腰痛を防ぐ「オリジナル体操」の取組です。現在第 2弾まで作っ

ています。 

 また、月 1 回「健康応援ミーティング」を全職場で実施しています。業務時間内に 30 分間実施す

る必須ミーティングとして制度化されています。テーマは、睡眠、食事、飲酒、歯科保健、腰痛予防な

で「健康」に関する幅広い分野を網羅しています。また座学にとどまらず、ディスカッションや簡易な

実技も取り入れるなど、参加型の運営を行っています。 

 特に注力しているのが「睡眠」です。睡眠不足は、メンタル不調や生産性の低下そして転倒災害も増

大させます。睡眠管理は安全確保の基盤です。 

参考文献： 『高年齢者の労働災害防止のための指針』（厚生労働省） 

       『エルダー2026 年 4月号』（高齢・障害・求職者雇用支援機構） 

 

 

        


